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区分 No. 評価対象施策
予算要求
への反映

機構・定員
要求への反

映

1
社会経済情勢を踏まえた法務に関する調査研究の計画的実施と提言
（薬物事犯者に関する研究）

○ －

2 施設の整備（岡山地方法務局新営工事） ○ －

1 法曹養成制度の充実 ◯ －

2 法教育の推進 ○ －

3 検察権行使を支える事務の適正な運営 ○ ○

4 矯正施設における収容環境の維持及び適正な処遇の実施 ○ －

5
破壊的団体等の規制に関する調査等を通じた公共の安全の確保を図る
ための業務の実施

○ －

6 国籍・戸籍・供託事務の適正円滑な処理 ○ －

7 人権の擁護 ○ －

8 出入国の公正な管理 ○ －

9 法務行政における国際協力の推進 ○ －

10 法務に関する調査研究（外国人の犯罪に関する研究） － －

11 法務に関する調査研究（非行少年と保護者に関する研究） － －

12 施設の整備（大分法務総合庁舎整備等事業） － －

13 施設の整備（さいたま第２法務総合庁舎整備等事業） － －

14 施設の整備（富士法務総合庁舎整備等事業） － －

15 施設の整備（仙台第３法務総合庁舎整備等事業） － －

16 施設の整備（八日市場拘置支所整備等事業） － －

17 施設の整備（仙台少年鑑別所整備等事業） － －

18 登記情報提供業務 － －

総　　　括　　　表

事
前
評
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事
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評
価
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政策評価の結果の政策への反映状況

政策評価の結果の政策への反映状況は，以下の一覧のとおりである。

なお，政策評価のより詳細な内容については，法務省ホームページに掲載している平成

28年度法務省事前評価実施結果報告書及び平成27年度法務省事後評価実施結果報告書を参

照されたい。

１ 事前評価

一般分野（事業評価方式）を対象として評価を実施した政策

№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況

○予算要求１ 社会経済情勢を踏まえ

た法務に関する調査研 本評価結果を踏まえ，平成29年度予算において，所要の経費

究の計画的実施と提言 を計上した。

（薬物事犯者に関する (1) 研究期間：平成29年度から平成30年度までの２か年

研究） (2) 平成29年度予算要求額：3百万円，平成29年度予算額：3

百万円

(3) 研究内容：我が国における薬物犯罪の動向，薬物事犯者

に係る実態等を調査し，精神医学等の分野における学識経

験者からの助言を受けながら分析することで，薬物犯罪及

び薬物事犯者の実態を明らかにし，薬物事犯者に対する再

犯防止対策の課題と今後の在り方を取りまとめる。

○予算要求２ 施設の整備（岡山地方

法務局新営工事） 岡山県岡山市に岡山地方法務局を整備するため，事業費を計

上した。

（平成29年度予算要求額：20百万円，平成29年度予算額：20百

万円）

○今後の予定

施設の全体運用開始から５年経過後に事後評価を実施する予

定である。

２ 事後評価

実績評価方式により評価を実施した政策（目標管理型の政策評価）

№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況

法曹養成制度の充実 【引き続き推進】１

○予算要求

評価結果を踏まえ，高度の専門的な法律知識，幅広い教養，

豊かな人間性及び職業倫理を備えた多数の法曹の養成及び確保

その他の司法制度を支える体制を充実強化することとし，これ



- -2

に必要な経費を平成29年度予算に計上した。

（平成29年度予算要求額：17百万円，平成29年度予算額：17百

万円［平成28年度予算額：20百万円 ）］

法教育の推進 【引き続き推進】２

○予算要求

評価結果を踏まえ，法教育の更なる普及・充実に向けて，学

校現場における法教育授業の実践状況に係る調査結果を踏まえ

た新たな法教育教材を作成することとし，必要経費を平成29年

度予算に計上すると同時に，広報活動等について，執行実績に

基づき計画の見直しを行い，経費の削減を図った。

（平成29年度予算要求額：23百万円，平成29年度予算額：21百

万円［平成28年度予算額：10百万円 ）］

検察権行使を支える事 【引き続き推進】３

務の適正な運営 ○予算要求

評価結果を踏まえ 「サイバー犯罪への対処能力の充実・強，

化」,「犯罪被害者に対する対応の充実」及び「検察広報の積

極的推進」等の事業を積極的に推進することとし,これに必要

な経費を平成29年度予算に計上した。

平成29年度予算要求額：4,503百万円 平成29年度予算額：3,（ ，

374百万円［平成28年度予算額：3,701百万円 ）］

○機構要求

評価結果を踏まえ，サイバー犯罪への対処能力の充実・強化

を積極的に図るため，情報解析監理官及び情報解析官の新設要

求を行った。

矯正施設における収容 【引き続き推進】４

環境の維持及び適正な ○予算要求

処遇の実施 評価結果を踏まえ，再犯防止に向けた矯正処遇等の充実に必

要な経費を重点的に要求する一方，収容見込人員の精査等を行

い，その結果を適切に予算に反映した。

（平成29年度予算要求額：46,360百万円，平成29年度予算額：

45,481百万円［平成28年度予算額：46,633百万円 ）］

破壊的団体等の規制に 【引き続き推進】５

関する調査等を通じた ○予算要求

公共の安全の確保を図 評価結果を踏まえ，引き続き団体規制法に基づき，オウム真

るための業務の実施 理教に対する観察処分を適正かつ厳格に実施するとともに，教

団の活動状況解明のための調査に必要な経費を平成29年度予算

に計上した。また，国内外の情報について，正確・適時・迅速

な収集・分析を行い，ニーズや時宜に応じて，収集・分析した

情報を政府・関係機関に提供するとともに，ホームページを活

用するなどした国民に対する情報提供を進めるために必要な経

費を平成29年度予算に計上した。一方で，調達数量や単価等に

ついて，執行実績等を踏まえた見直しを行い，その結果を適切

に予算に反映した。

平成29年度予算要求額：2,772百万円 平成29年度予算額：2,（ ，

357百万円［平成28年度予算額：2,442百万円 ）］
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国籍・戸籍・供託事務 【引き続き推進】６

の適正円滑な処理 ○予算要求

評価結果を踏まえ，戸籍副本管理システム運用サポート経費

について，執行実績を反映し，戸籍副本管理システム機器等の

借料について，再リースすることなどにより経費の縮減を図っ

た。また，供託金利子について，執行実績等を踏まえた見直し

を行うことにより，経費の節減を図った。

平成29年度予算要求額：2,239百万円 平成29年度予算額：2,（ ，

203百万円［平成28年度予算額：1,922百万円 ）］

人権の擁護 【引き続き推進】７

○予算要求

， ，評価結果を踏まえ 執行実績や活動実績を踏まえた見直しや

単位当たりコスト上昇及び不用額発生の原因となった外国語人

権相談ダイヤル関係経費につき，実施手法の見直し等の事業計

画の見直しを行い，予算の削減を図った。

平成29年度予算要求額：3,717百万円 平成29年度予算額：3,（ ，

309百万円［平成28年度予算額：3,261百万円 ）］

８ 出入国の公正な管理 【引き続き推進】

○予算要求

評価結果を踏まえ,リース契約が満了するシステム機器につ

いてリース期間満了後もその契約を延伸することによって経費

縮減を図り，予算の減額要求を行った。

（平成29年度予算要求額：23,864百万円，平成29年度予算額：

21,322百万円［平成28年度予算額：23,764百万円 ）］

９ 法務行政における国際 【引き続き推進】

協力の推進 ○予算要求

評価結果を踏まえ，刑事司法運営の改善，国際協力の推進及

び法制度整備支援活動のための経費等を平成29年度予算に計上

した。

（平成29年度予算要求額：271百万円，平成29年度予算額：258

百万円［平成28年度予算額：226百万円 ）］

事業評価方式により評価を実施した政策（完了後）

№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況

10 法務に関する調査研究 外国人による犯罪の実態と現状を明らかにし，犯罪防止策及

（外国人の犯罪に関す び処遇の在り方を検討するために有益な基礎資料を提供すると

る研究） いう目的を達成した。今後計画する研究についても，同様の結

果が得られるよう努める。

11 法務に関する調査研究 非行少年の保護者の実態を明らかにするとともに，必要な支

（非行少年と保護者に 援内容を把握することによって，少年院等による保護者への働

関する研究） き掛けの在り方を検討するための基礎資料を提供するという目

的を達成した。今後計画する研究についても，同様の結果が得

られるよう努める。

12 施設の整備（大分法務 老朽及び面積不足の解消を図るとともに，業務効率の改善，
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総合庁舎整備等事業） 利用者へのサービスの向上を図るという目的を達成した。今後

計画する事業についても，同様の結果が得られるよう努める。

13 施設の整備（さいたま 老朽及び面積不足の解消を図るとともに，業務効率の改善，

第２法務総合庁舎整備 利用者へのサービスの向上を図るという目的を達成した。今後

等事業） 計画する事業についても，同様の結果が得られるよう努める。

14 施設の整備（富士法務 老朽及び面積不足の解消を図るとともに，業務効率の改善，

総合庁舎整備等事業） 利用者へのサービスの向上を図るという目的を達成した。今後

計画する事業についても，同様の結果が得られるよう努める。

15 施設の整備（仙台第３ 老朽及び面積不足の解消を図るとともに，業務効率の改善，

法務総合庁舎整備等事 利用者へのサービスの向上を図るという目的を達成した。今後

業） 計画する事業についても，同様の結果が得られるよう努める。

16 施設の整備（八日市場 老朽を解消するとともに，被収容者の人権に配慮した施設を

拘置支所整備等事業） 整備することにより，適切な収容環境を確保するという目的を

達成した。今後計画する事業についても，同様の結果が得られ

るよう努める。

17 施設の整備（仙台少年 施設の老朽を解消するとともに，少年の人権に配慮した施設を

鑑別所整備等事業） 整備することにより，適正な少年の調査に寄与するという目的

を達成した。今後計画する事業についても，同様の結果が得ら

れるよう努める。

事業評価方式により評価を実施した政策

№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況

18 登記情報提供業務 【引き続き推進】

不動産取引の安全と円滑等に資するという電気通信回線によ

る登記情報の提供に関する法律第1条に掲げる所期の事業目的

を達成した。今後も，同法の目的を踏まえ，登記情報提供業務

を推進する。
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